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基板材料表面の親水化 ︓①-1
有機汚損の光洗浄 　　　　　　 ︓①-2

レーザー生成プラズマ（LPP）光源の開発 ︓②-1
LPP光源を応用した表面分析装置の開発 ︓②-2

この研究はどう役立つ︖研究から学べることは︖

脱炭素化・再生可能エネルギーは今や世界の共通言語です。この研究
を通じて、エネルギーに関する技術動向を学びつつ持続可能な社会づくり
に貢献できます。

企業や研究機関との共同研究を積極的に行っており、実用を視野に入
れた実践的なものづくりスキルが身に付きます。

研究成果を実用化するためには、机上の計算で終わるのではなく実際に
作って評価することが大切です。この研究では、“電気電子”に限らず、機
械工学、熱工学、光学、情報工学など様々な分野の知識と技術を用
いて、設計、試作、性能評価まで行います。そのプロセスを通じて、工学部
で得た知識がどのように実践で活かされるかを学ぶことができます。

この研究はどう役立つ︖研究から学べることは︖

研究内容
①短波長光を用いた材料の表面改質

②短波長光源の開発と応用

世界初・最高効率の太陽電池コンセプトを考案し、設計、試作、性能評
価まで一貫して行っています。
① 太陽光発電と農業などとの土地の両立（下図 左）
② 曲面形状に成形、柔軟伸縮性の付与（下図 右）
③ 限られた設置面積で発電量を最大化
④ 色彩の付与

研究内容
用途拡大のための次世代太陽電池の開発

スマートフォンなどの電子デバイスの製造（ものづくり）に役立つ光・レーザー
応用技術の開発を行っています。
①-1︓回路基板は積層し製造されるため、他材料との密着性が        

重要となるが、親水化させることで密着性の改善ができる。
①-2︓デバイス製造時に材料表面の汚損が問題となっているが、        

光を使うことで非接触で表面洗浄をすることができる。
②-1、2︓光子エネルギーにより物質表面の化学結合を分解する           

ことで、表面の汚損状態などを非接触で分析ができる。
日々の実験や学会発表等の研究活動を通して、専門知識はもとより、
論理的思考、他の人との協同、プレゼンテーション能力、文書作成能力を
身につけることができます。

ものづくりに役立つ光・レーザー応用技術の開発

光と熱を制御して高効率なエネルギー変換システムを創る

②-1　レーザー生成プラズマ光源

ひとこと
大学は社会に出るための準備期間です。後悔しないよう
に自分自身で将来を見据えて進路を決めて下さい。
工学部では技術者・研究者として社会に出て活躍できる
人材育成を行います。

電気電子システムプログラム 准教授
加来　昌典

ひとこと
大学生活は自分の成長のために多くの時間を使える最
後のチャンスです。研究活動は大学の醍醐味なので、最
先端の研究を通じて視野を広げ、一緒に世界と戦いまし
ょう︕

電気電子システムプログラム 准教授
佐藤 大輔

出身:岩手県一関市
趣味:体を動かすこと、旅行、サッカー観戦
講義:電子回路Ⅱ、プロジェクト演習、等
専門:熱工学、光学、エネルギー工学

出身:福岡県北九州市
趣味:車、バイク（内燃機関で動くもの）
講義:電磁気学III、光エレクトロニクス、等
専門:レーザー工学

新しい太陽電池コンセプトを開発するために、構造解析、伝熱解析、光学解析をはじめ、
電気工学や情報工学など様々な分野の知識と技術を使います。

②-2　表面分析装置 ①-2　光による非接触な有機汚損の光洗浄

①-1　有機材料の表面に滴下した水滴の様子

農業などと土地を両立するための
透明太陽電池

自動車ボディなどの曲面に搭載するための
太陽電池

柔軟伸縮性を付与曲面形状に成形
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